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第
1
章　

本
稿
の
目
的

拙
稿
「
現
在
の
弁
済
提
供
制
度
の
解
消
と
新
た
な
債
務
不
履
行
免
責
制
度
の
導
入
」（

（
（

を
昨
年
一
二
月
に
著
し
た
と
き
に
、
現
行
の
「
弁

済
の
提
供
」（
民
法
四
九
二
条
・
四
九
三
条
）
に
代
え
て
、
国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
以
下
で
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
記
す
）

八
〇
条
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
〔
債
権
者
の
作
為
、
不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
履
行
〕

当
事
者
の
一
方
は
、
相
手
方
の
不
履
行
が
自
己
の
作
為
又
は
不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
限
度
に
お
い
て
、
相
手
方
の
不
履
行
を
援
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

弁
済
の
提
供
を
し
な
い
で
不
履
行
免
責
を
認
め
る
判
例
を
ど
の
よ
う
に
制
度
化
す
る
か
と
い
う
問
題
が
、
民
法
改
正
過
程
の
中
間
論
点

整
理
で
提
示
さ
れ
た
。
①
そ
の
問
題
は
、
弁
済
の
提
供
と
い
う
制
度
の
守
備
範
囲
が
拡
げ
ら
れ
た
中
で
同
制
度
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
由
来

す
る
こ
と
、
②
拡
げ
ら
れ
た
守
備
範
囲
で
も
機
能
で
き
る
債
務
不
履
行
免
責
制
度
は
、
債
権
者
の
行
為
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
③
そ
の
た
め
に
は
、
国
際
的
な
契
約
法
が
近
年
取
り
入
れ
て
い
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
導
入
す
る
こ
と
が
目
的
適
合
的

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
拙
稿
で
論
じ
た
。
民
法
改
正
の
プ
ロ
セ
ス
は
、去
る
二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日
に
債
権
関
係
規
定
（
債

権
法
）
の
民
法
改
正
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今
国
会
で
成
立
を
目
指
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
今
や
最
終
段
階
に
入
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
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売
買
契
約
に
関
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国
際
連
合
条
約
八
〇
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を
導
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す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

民
法
改
正
に
対
応
し
て
取
り
入
れ
て
も
ら
う
提
案
に
し
て
は
、
拙
稿
は
遅
す
ぎ
た
。

民
法
改
正
に
係
る
と
い
う
意
味
が
時
機
的
に
失
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
先
の
拙
稿
で
導
入
を
提
案
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の

姿
を
詳
細
に
検
討
し（（
（

、
導
入
す
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
先
の
拙
稿
の
補
完
と
い
う

面
も
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
が
先
導
者
的
地
位
に
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
本
稿
を
、
三
一
年
前
に
ド
イ
ツ
の
多
数
当
事
者
間
の
不
当
利
得（（
（

に

つ
い
て
研
究
室
で
教
え
て
下
さ
っ
た
廣
瀬
克
巨
先
生
の
追
悼
論
文
集
に
書
か
せ
て
い
た
だ
く
。

現
行
民
法
の
弁
済
の
提
供
は
、「
債
務
の
不
履
行
に
よ
っ
て
生
ず
べ
き
一
切
の
責
任
を
免
れ
る
」
と
い
う
法
的
効
果
が
生
じ
る
。
こ
こ

で
「
債
務
の
不
履
行
」
と
は
、
履
行
遅
滞
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
、「
履
行
遅
滞
に
よ
っ
て
生
ず
べ
き
一
切
の
責
任
か
ら
免
れ
る
」
で
制

度
の
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
に
対
し
て
、Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
効
果
で
あ
る「
相
手
方
の
不
履
行
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

の
不
履
行
と
は
、
す
べ
て
の
契
約
上
及
び
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
上
の
義
務
の
不
履
行
を
意
味
し
、
同
条
の
対
象
は
広
い
。
弁
済
の
提
供
で
は
、
法
的

効
果
と
し
て
債
務
者
が
履
行
義
務
を
免
れ
る
こ
と
は
な
く
そ
れ
が
消
滅
せ
ず
存
続
す
る
。
他
方
、Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
法
的
効
果
と
し
て
、

債
務
者
が
履
行
義
務
か
ら
も
免
れ
る
。
弁
済
の
提
供
は
、
弁
済
供
託
及
び
受
領
遅
滞
と
同
様
に
、
債
務
者
が
債
権
者
に
履
行
を
受
領
し
て

も
ら
え
な
い
こ
と
で
当
該
債
務
者
に
生
ず
る
履
行
遅
延
に
対
処
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
は
、
債
権
者
が

惹
起
す
る
債
務
者
の
不
履
行
一
般
に
つ
い
て
の
免
責
制
度
で
あ
る
。
債
権
者
が
惹
起
す
る
債
務
者
の
不
履
行
の
一
つ
と
し
て
債
権
者
の
不

受
領
か
ら
発
生
す
る
債
務
者
の
履
行
遅
延
が
あ
る
の
で
、
後
者
の
制
度
は
、
前
者
の
制
度
を
内
包
し
て
い
る
。
対
処
す
る
問
題
領
域
の
広

さ
の
違
い
と
、
履
行
義
務
の
免
除
の
有
無
の
相
違
が
あ
る
二
つ
の
制
度
を
交
換
す
る
こ
と
で
発
生
す
る
問
題
を
考
え
る
。
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第
2
章　

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
に
つ
い
て

第
1
節　

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
制
定
過
程

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
は
、
一
九
七
八
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
草
案
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た（（
（

。
同
条
は
、
ま
ず
六
五
条
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン

外
交
会
議
に
お
い
て
新
た
に
条
約
に
導
入
さ
れ
た
。
本
条
の
直
接
の
前
身
は
、
一
九
六
四
年
の
ハ
ー
グ
統
一
売
買
法
（
以
下
で
は
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｓ

と
記
す
）
に
存
在
し
な
い
。
そ
れ
で
も
、
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
七
四
条
三
項
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
と
類
似
の
法
的
思
考
を
含
ん
で
い
た
。
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｓ

七
四
条
三
項
に
よ
る
と
、「
本
条
に
よ
っ
て
一
方
の
当
事
者
に
与
え
ら
れ
る
救
済
手
段
は
、
一
方
の
当
事
者
に
救
済
手
段
を
付
与
し
た
事

情
が
他
方
の
当
事
者
又
は
そ
の
行
動
に
つ
い
て
当
該
当
事
者
が
責
任
を
負
う
人
の
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
の
で
は
な
い
場
合
、
本
条

約
の
他
の
条
項
の
も
と
に
お
け
る
契
約
解
除
権
を
排
除
し
た
り
、
又
は
、
他
方
の
当
事
者
か
ら
、
当
該
当
事
者
が
本
条
約
の
も
と
で
有
す

る
代
金
減
額
請
求
権
を
奪
っ
た
り
し
な
い
」（

（
（

と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
は
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
東
ド
イ
ツ
）
の
提
案
に
遡
る（（
（

。
旧
東
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た
国
際
経
済
契
約
に
関
す
る
法

律
（Gesetz über internationale. W

irtschaftsverträge 

以
下
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｗ
と
略
称
す
る
）
二
九
四
条（（
（

が
、
旧
東
ド
イ
ツ
提
案
の
手
本
で
あ
っ

た
。
こ
の
提
案
の
元
々
の
言
い
回
し
に
よ
れ
ば
、「
当
事
者
は
、
相
手
方
の
不
履
行
が
自
己
の
作
為
又
は
不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
、

本
条
約
に
お
け
る
い
か
な
る
権
利
も
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（

（
（

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（（
（

。
後
か
ら
、
東
ド
イ
ツ
の
代
表
団
が
そ
の
提

案
を
修
正
し
、「
当
事
者
の
一
方
は
、
相
手
方
の
不
履
行
が
自
己
の
作
為
又
は
不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
限
度
に
お
い
て
、
相
手
方
の
不

履
行
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（

（（
（

と
い
う
言
い
回
し
に
な
っ
た（（（
（

。



国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

七
六
七

ウ
ィ
ー
ン
外
交
会
議
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
は
、
一
方
で
契
約
違
反
の
一
般
的
定
義
と
関
連
づ
け
ら
れ（（（
（

、
新
し
い
提
案
で
あ
る
本
条
を
、

現
在
の
第
三
部
「
物
品
の
売
買
」
の
第
一
章
「
総
則
」
の
一
般
規
定
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
に
は
現
在
の
二
五
条
重
大
な
契
約
違
反
の
規
定

の
直
後
に
入
れ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
、
免
責
に
関
す
る
そ
の
他
規
定
と
し
て
現
在
の
七
九
条
の
後
に
置
く
べ
き
か
の
議
論
が
あ
っ
た
。

最
終
的
に
は
、
編
集
委
員
会
に
委
ね
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
外
交
会
議
で
何
度
も
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
条
が
信
義
誠
実
の
原
則
（
七
条
一
項
）
の
遵
守
と
い
う
一
般
原
則
の
み
を
表

現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
幾
つ
か
の
国
の
代
表
団
は
、
こ
の
信
義
則
の
一
表
現
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
点
か
ら
、
本
条
が
余
分
で
あ
る
と

述
べ
た
。
そ
の
発
言
に
対
し
て
、
他
の
国
々
の
代
表
団
は
、
信
義
誠
実
の
原
則
が
特
定
の
場
合
に
い
か
な
る
具
体
的
な
要
求
を
す
る
か
を

定
め
条
約
に
置
く
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と
考
え
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
七
条
の
制
定
過
程
で
、
債
務
者
の
損
害
軽
減
義
務
違
反
に
基
づ
く
責
任
軽
減
を
損
害
賠
償
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
救
済

手
段
に
も
拡
張
す
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
代
表
団
か
ら
提
案
さ
れ
た
が
、
否
決
さ
れ
た
。
こ
の
提
案
の
否
決
で
、
損
害
賠
償
以
外
の

救
済
手
段
を
も
奪
う
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
重
要
性
が
一
層
増
し
た（（（
（

。

第
2
節　

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
中
で
の
位
置
づ
け

1　

保
証
責
任
原
理
の
限
界
づ
け

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
母
法
Ｇ
Ｉ
Ｗ
二
九
四
条
で
あ
る
。
契
約
違
反
の
法
的
効
果
の
免
除
に
関
す
る
章
に
定
め
ら
れ
た
本
条
は
、
債
務
者

に
よ
る
契
約
違
反
が
債
権
者
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
場
合
に
債
務
者
の
責
任
が
い
か
な
る
影
響
を
受
け
る
か
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
条

は
、
保
証
責
任
原
理
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
証
責
任
原
理
の
も
た
ら
す
不
適
切
な
結
果
を
修
正
す
る
と
い
う
意
味
で
、
保
証
責
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任
原
理
と
相
俟
っ
て
契
約
責
任
法
の
仕
組
み
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
よ
れ
ば
、
保
証
責
任
原
理
（Grantiehaftung

）
に

基
づ
き
、
債
務
者
は
、
不
履
行
に
対
し
て
債
務
者
の
故
意
・
過
失
（V

erschulden

）
を
顧
慮
せ
ず
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保

証
責
任
原
理
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
が
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
履
行
結
果
の
実
現
を
阻
止
し
た
た
め
に
債
務
者
の
契
約
違
反
が
生
じ
た
場
合
で

も
、
契
約
責
任
が
概
念
的
に
は
存
在
す
る
。
例
え
ば
債
務
者
が
債
務
と
し
て
引
き
渡
す
べ
き
物
を
債
権
者
が
破
壊
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
給
付
が
不
能
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
又
は
、
給
付
結
果
の
実
現
に
必
要
な
協
力
行
為
を
債
権
者
が
拒
否
し
た
と
し
て
も
、
契
約
違
反
つ

ま
り
不
履
行
が
成
立
し
て
し
ま
う
。
債
権
者
の
行
為
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
が
義
務
と
し
て
負
っ
た
結
果
の
実
現
が
阻
止
さ
れ
た
と
き
に

ま
で
、
債
務
者
を
給
付
保
証
に
拘
束
し
て
お
く
の
は
、
不
適
切
で
あ
る
。
債
権
者
自
身
が
債
務
者
の
不
履
行
を
惹
起
し
た
場
合
で
も
、
不

履
行
に
基
づ
く
救
済
手
段
が
債
権
者
に
与
え
ら
れ
る
の
は
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
反
す
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
は
、
債
務
者
の
側
か
ら
い

え
ば
、
不
履
行
に
つ
い
て
の
債
務
者
の
責
任
免
除
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。

2　

不
履
行
か
ら
契
約
違
反
性
と
い
う
性
質
を
取
り
去
る
規
定

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
効
果
は
、「
相
手
方
の
不
履
行
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
で
あ
る
。
こ
の
文
言
は
、
厳
密
に
は
定
式
化
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い（（（
（

。
同
条
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
九
条
と
は
異
な
り
、
債
務
者
の
義
務
の
不
履
行
が
契
約
違
反
の
性
格
を
失
う
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
対
応
し
て
、
債
権
者
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
だ
け
で
な
く
、
不
履
行
を
理
由
と
し
て
与
え
ら
れ
る
す

べ
て
の
法
的
救
済
手
段
が
、
特
に
、
履
行
請
求
権
を
含
め
て
、
債
権
者
か
ら
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
債
務
者
を
免
責

す
る
効
果
は
、
明
ら
か
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
九
条
に
よ
る
免
責
を
超
え
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
に
よ
る
免
責
は
、
債
務
者
と
の
関
係
で

債
権
者
の
行
為
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
九
条
の
意
味
に
お
け
る
不
可
避
な
給
付
障
害
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
な
い（（（
（

。

3　

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
九
条
と
の
関
係



七
六
九

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
履
行
を
妨
げ
不
履
行
を
惹
起
す
る
債
権
者
の
行
為
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
九
条
の
「
債
務
者
の
支
配
を
越
え
た
障
害
」

に
も
該
当
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
そ
の
場
合
、
同
条
も
適
用
さ
れ
、
債
務
者
は
免
責
さ
れ
る
。
同
条
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
と
は
異

な
り
、
損
害
賠
償
責
任
し
か
免
責
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
同
条
で
損
害
賠
償
責
任
の
免
責
を
受
け
る
に
は
、
こ
の
障
害
が
契
約
の
締
結
時
に

当
該
障
害
を
考
慮
す
る
こ
と
も
、
当
該
障
害
若
し
く
は
そ
の
結
果
を
回
避
し
、
又
は
克
服
す
る
こ
と
も
債
務
者
自
身
に
合
理
的
に
期
待
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
は
、
債
権
者
の
行
為
に
対
す
る
、
そ
の
よ
う
な
債

務
者
に
と
っ
て
の
不
可
避
性
を
要
件
と
し
て
い
な
い（（（
（

。
債
務
者
の
不
履
行
を
惹
起
し
た
債
権
者
の
行
為
が
、
七
九
条
に
よ
れ
ば
債
権
者
に

と
っ
て
不
可
避
な
も
の
で
免
責
を
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
場
合
、
七
九
条
よ
り
も
八
〇
条
が
優
先
適
用
さ
れ
、
債
権
者
は
損
害
賠
償
と

い
う
救
済
手
段
を
援
用
で
き
ず
債
務
者
は
免
責
さ
れ
る（（（
（

。

第
3
節　

学
説
に
お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
要
件
と
効
果

第
1
款　

要　
　
　

件

（
1
）　

債
権
者
の
行
為
（
作
為
・
不
作
為
）

債
務
者
の
不
履
行
を
惹
起
す
る
債
権
者
の
作
為
又
は
不
作
為
が
必
要
で
あ
る
。
不
作
為
と
は
、
作
為
義
務
又
は
協
力
義
務
の
内
容
た
る

積
極
的
行
為
を
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
作
為
と
は
、
債
権
者
の
義
務
の
う
ち
不
作
為
義
務
に
違
反
し
て
積
極
的
行
為
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

作
為
・
不
作
為
義
務
に
は
、
必
要
と
さ
れ
る
輸
入
許
可
を
買
主
が
手
配
す
る
義
務
や
送
付
先
の
住
所
を
伝
え
る
義
務
、
又
は
Ｆ
Ｏ
Ｂ
条
件

で
の
引
渡
し
の
た
め
に
船
積
地
を
通
知
す
る
義
務
が
含
ま
れ
る
。
ド
イ
ツ
商
法
三
七
五
条
の
指
定
売
買
に
お
い
て
買
主
が
物
品
を
指
定
す

る
（Spezifikation

）
義
務
も
入
る
。
売
主
が
物
品
を
引
き
取
る
義
務
、
正
当
な
追
完
を
拒
絶
し
な
い
義
務
も
、
引
き
渡
さ
れ
た
物
品
に
対



七
七
〇

す
る
代
金
を
支
払
う
義
務（（（
（

も
、
作
為
・
不
作
為
義
務
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

債
権
者
の
行
為
は
必
要
で
あ
る
が
、
債
権
者
の
行
為
に
故
意
・
過
失
が
あ
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
。

債
権
者
自
身
の
行
為
で
な
く
て
も
、
義
務
の
履
行
の
為
に
債
権
者
が
介
在
さ
せ
た
債
権
者
の
被
用
者
又
は
債
権
者
が
そ
の
行
為
に
つ
い

て
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
三
者
の
行
為
で
あ
っ
て
も
、
債
権
者
の
行
為
と
同
視
さ
れ
、
八
〇
条
の
要
件
を
満
た
す
。
引
き
渡

さ
れ
た
物
品
が
契
約
に
適
合
し
な
い
の
で
、
そ
の
物
品
を
売
主
か
ら
買
主
に
返
送
す
る
こ
と
を
、
買
主
の
名
で
か
つ
売
主
の
計
算
で
、
売

主
の
追
完
義
務
の
履
行
の
た
め
に
運
送
人
が
委
託
さ
れ
た
。
そ
の
運
送
人
の
誤
っ
た
行
為
に
よ
っ
て
、
運
送
途
中
の
物
が
滅
失
し
て
修
繕

と
い
う
追
完
義
務
が
不
履
行
と
な
っ
た
場
合
、
運
送
人
の
誤
っ
た
行
為
は
追
完
義
務
の
債
務
者
（
売
主
）
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

債
権
者
の
行
為
と
同
視
し
て
八
〇
条
を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い（（（
（

。

（
2
）　

債
務
者
の
不
履
行
と
の
間
の
因
果
関
係

債
権
者
の
行
為
が
債
務
者
の
債
務
不
履
行
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
因
果
関
係
が
、
二
番
目
の
要
件
で
あ
る
。
債
務
者
の
不
履

行
に
は
、
債
権
者
の
履
行
請
求
権
、
追
完
請
求
権
、
損
害
賠
償
請
求
権
、
代
金
減
額
請
求
権
、
契
約
解
除
権
、
利
息
請
求
権
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ

七
八
条
）
を
発
生
さ
せ
る
不
履
行
は
い
ず
れ
も
入
り
、
八
〇
条
の
要
件
を
満
た
す
。

間
接
的
な
因
果
関
係
す
な
わ
ち
債
権
者
の
行
為
が
間
接
的
に
債
務
者
の
不
履
行
を
惹
起
し
た
場
合
で
も
、
債
権
者
が
そ
の
行
為
に
よ
っ

て
作
り
出
し
た
、債
権
者
の
責
任
領
域
に
帰
せ
ら
れ
る
リ
ス
ク
が
不
履
行
に
現
実
化
し
た
限
り
で
、「
因
果
関
係
」
の
要
件
は
満
た
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
売
主
が
買
主
か
ら
製
造
を
委
託
さ
れ
た
機
械
を
製
造
す
る
の
に
必
要
な
買
主
か
ら
の
指
示
又
は
情
報
提
供
を
買
主
が
行
わ
ず
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
機
械
製
造
の
完
成
が
遅
延
し
た
結
果
、
売
主
の
も
と
で
不
可
抗
力
に
よ
り
そ
の
機
械
が
滅
失
し
た
と
し
よ
う
。
売
主



七
七
一

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

の
物
品
引
渡
義
務
の
不
履
行
は
、
買
主
（
債
権
者
）
の
行
為
に
よ
っ
て
間
接
的
に
惹
起
さ
れ
た
こ
と
で
、
本
条
の
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
、

買
主
（
債
権
者
）
は
、
売
主
の
不
履
行
を
援
用
し
て
法
的
救
済
手
段
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

因
果
関
係
は
条
件
説
の
意
味
で
理
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
債
権
者
の
行
為
（
作
為
又
は
不
作
為
）
が
な
け
れ
ば
、
債
務
者
の
不
履
行
が
な

か
っ
た
と
判
断
で
き
れ
ば
、
ま
ず
は
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
因
果
関
係
を
認
め
る
た
め
に
は
、
客
観
的
に
見
て
、
債
権

者
の
行
為
が
債
務
者
の
履
行
の
全
部
又
は
一
部
を
妨
げ
る
の
に
適
格
な
性
質
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

債
権
者
自
身
が
な
し
た
問
題
行
為
か
ら
債
務
者
が
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
問
題
を
克
服
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
債
務
者

に
期
待
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
一
般
論
か
ら
、
債
権
者
の
義
務
違
反
行
為
が
債
務
者
に
と
っ
て
不
可
避
で
あ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
要
件
と
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
商
事
取
引
界
の
信
義
誠
実
の
原
則
か
ら
、
一
般
論
か
ら
の
例
外
も
考
え

ら
れ
る
。
債
権
者
に
よ
る
義
務
違
反
行
為
を
債
務
者
が
容
易
に
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
債
務
者
は
そ
の
義
務
違
反
行
為
を

修
正
す
る
こ
と
に
尽
力
す
る
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
買
主
（
債
権
者
）
が
不
明
瞭
な
又
は
矛
盾
す
る
商
品
指
定
を
行
っ
た
場

合
、
売
主
（
債
務
者
）
は
買
主
に
聞
き
返
し
て
指
示
の
内
容
を
明
瞭
に
す
べ
き
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
売
主
が
聞
き
返
さ

な
い
で
不
明
瞭
な
又
は
矛
盾
し
た
債
権
者
の
指
示
を
漫
然
と
仰
い
で
、
そ
の
た
め
に
売
主
（
債
務
者
）
の
契
約
適
合
性
の
物
品
引
渡
し
に

つ
い
て
の
不
履
行
が
発
生
し
て
も
、
買
主
（
債
権
者
）
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
解
釈
と
し
て
因
果
関
係
が
否
定
さ
れ
て
、
売
主
（
債
務

者
）
の
不
履
行
を
援
用
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う（（（
（

。
特
定
の
材
料
を
使
用
す
る
と
か
特
定
の
企
業
を
介
在
さ
せ
る
と
い
っ
た
指
示
を
買
主
が

売
主
に
行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
買
主
が
、
こ
の
指
示
と
結
び
つ
い
た
す
べ
て
の
リ
ス
ク
（
材
料
の
不
適
性
か
ら
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
売
主

の
不
履
行
、
当
該
企
業
が
不
十
分
な
給
付
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
売
主
の
不
履
行
）
を
、
黙
示
的
に
受
け
入
れ
た
、

つ
ま
り
リ
ス
ク
を
取
っ
た
と
は
必
ず
し
も
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
売
主
（
債
務
者
）
が
契
約
又
は
一
般
的
な
慣
習
の
基
礎
の
上
で
、
買



七
七
二

主
（
債
権
者
）
の
指
示
を
審
査
す
る
義
務
を
負
う
か
否
か
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
吟
味
の
結
果
次
第
で
、
買
主
（
債
権
者
）
が
リ

ス
ク
を
取
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
買
主
が
リ
ス
ク
を
取
っ
た
と
判
断
で
き
れ
ば
、
売
主
の
契
約
適
合

性
の
あ
る
物
品
の
引
渡
し
義
務
の
不
履
行
が
惹
起
さ
れ
て
も
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
で
買
主
は
、
そ
の
不
履
行
を
援
用
で
き
な
い（（（
（

。
一
般
論

と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
多
く
の
場
合
、
売
主
は
、
買
主
よ
り
も
大
き
な
専
門
知
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
売
主
が
リ
ス
ク
を
取
っ
た
と

い
う
判
断
は
し
や
す
い
。
一
つ
の
不
履
行
惹
起
に
つ
い
て
、
債
権
者
と
債
務
者
が
共
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
と
、
判
断
さ
れ
る（（（
（

こ
と
は
し

ば
し
ば
あ
る
。

債
権
者
の
行
為
が
債
務
者
に
よ
る
履
行
の
可
能
性
を
何
ら
損
な
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
債
権
者
の
行
為
は
債
務
者
の
不
履
行
の
原
因

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
買
主
が
理
由
な
く
期
限
が
到
来
し
た
売
買
代
金
の
支
払
い
又
は
過
去
の
取
引
の
債
務
の
支
払
い
を
拒
絶

し
た
場
合
、
売
主
は
、
物
品
の
供
給
を
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
根
拠
に
、
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（（（
（

。
債
権
者
の
側
で
の
契
約
違
反
は
、

不
履
行
の
誘
因
で
あ
る
が
原
因
で
は
な
い（（（
（

。

（
3
）　

債
権
者
と
債
務
者
の
両
者
の
側
か
ら
の
不
履
行
の
共
同
惹
起

債
権
者
と
債
務
者
の
そ
れ
ぞ
れ
行
為
が
債
務
者
の
不
履
行
を
惹
起
し
た
場
合
の
問
題
は
、
内
容
的
に
は
前
記
（
2
）
に
含
ま
れ
る
事
項

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
論
争
点
な
の
で
、
独
立
の
項
で
扱
う
こ
と
に
す
る
。
債
権
者
の
行
為
も
、
債
務
者
の
行
為
も
、
債
務
者
の
不
履

行
に
と
っ
て
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
両
者
の
側
か
ら
惹
起
さ
れ
た
不
履
行
と
い
う
意
味
で
、
共
同
の
不
履
行
惹
起
（beiderseitige 

V
erursachung

）（
（（
（

と
呼
ぶ
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
適
用
を
否
定
す
る
見
解
と
肯
定
す
る
見
解
、
及
び
折
衷
説
に
分
か
れ
る
。
否



七
七
三

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

定
説
は
、「
〜
限
度
に
お
い
て
」
と
い
う
文
言
は
、
法
的
効
果
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
同
条
の
適
用
領
域
を
示
し
て
い
る
と
い

う
（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
（
買
主
）
の
誤
っ
た
住
所
連
絡
が
債
務
者
（
売
主
）
の
履
行
遅
延
を
惹
起
し
た
限
り
で
、
同
条
が
適
用
さ
れ
て
、

債
権
者
が
履
行
遅
滞
を
援
用
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
誤
っ
た
住
所
連
絡
を
受
け
る
前
に
債
務
者
の
別
の
事
情
で
遅
延
に
陥
っ

て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
同
条
が
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
に
、「
〜
限
度
に
お
い
て
」
と
い
う

文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
に
定
め
ら
れ
た
債
権
者
の
す
べ
て
の
法
的
救
済
手
段
の
消
滅
が
、「
分
配
」
さ

れ
部
分
的
に
生
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
否
定
説
は
、
共
同
の
不
履
行
惹
起
の
問
題
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
七
条

を
経
由
し
て
こ
そ
真
に
解
決
で
き
る
と
主
張
す
る（（（
（

。

他
方
、
通
説
は
、
共
同
の
不
履
行
惹
起
の
場
合
に
も
、
同
条
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う（（（
（

。
解
釈
上
の
根
拠
は
、
同
条
の
文
言
で
あ
る
「
〜

限
度
に
お
い
て
」
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
共
同
の
不
履
行
惹
起
の
場
合
に
、
債
権
者
の
行
為
が
債
務
者
の
不
履
行
を
惹
起
し
た
限
度
に
お
い

て
、
同
条
の
法
的
効
果
が
発
生
す
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
効
果
が
発
生
し
て
援
用
が
で
き
な
く
な
る
救
済
手
段
に

含
ま
れ
る
の
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
、
解
除
権
、
履
行
請
求
権
、
追
完
請
求
権
、
代
金
減
額
請
求
権
、
利
息
請
求
権
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
八
条
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
損
害
賠
償
の
よ
う
な
可
分
的
な
救
済
手
段
に
お
い
て
は
、
債
権
者
の
行
為
が
不
履
行
を
惹
起
し
た
際
の
因
果

関
係
に
お
け
る
寄
与
度
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
数
量
が
、
債
権
者
の
寄
与
度
と
債
務
者
の
寄
与
度
に
応
じ
て
分
割
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
適
用
説
の
中
で
も
問
題
と
な
る
の
は
、
解
除
権
の
よ
う
な
不
可
分
の
救
済
手
段
の
場
合
で
あ
る（（（
（

。
債
権
者
と
債
務
者

の
寄
与
度
を
比
較
し
て
、
債
権
者
の
寄
与
度
が
債
務
者
の
そ
れ
を
上
回
れ
ば
、
債
権
者
が
不
可
分
の
救
済
手
段
を
援
用
で
き
ず
、
逆
に
債

務
者
の
寄
与
度
が
債
権
者
の
そ
れ
を
上
回
れ
ば
、
債
権
者
が
不
可
分
の
救
済
手
段
を
行
使
で
き
る
と
す
る
。
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
惹
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七
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起
さ
れ
た
費
用
は
、
債
権
者
の
不
可
分
の
救
済
手
段
が
行
使
さ
れ
る
場
合
で
も
、
解
除
の
清
算
関
係
の
中
で
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

か
、
債
務
者
は
損
害
賠
償
を
介
し
て
そ
の
費
用
を
債
権
者
に
請
求
で
き
る
と
提
案
す
る
学
説
も
あ
る
。
少
数
説
な
が
ら
、
共
同
の
不
履
行

惹
起
の
場
合
に
債
権
者
が
行
使
で
き
う
る
の
は
損
害
賠
償
請
求
権
と
代
金
減
額
請
求
権
だ
け
で
あ
り
、
不
可
分
の
救
済
手
段
は
行
使
で
き

な
い
と
主
張
す
る
も
の
も
あ
る
。
不
可
分
の
救
済
手
段
で
あ
る
解
除
権
と
履
行
請
求
権
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
代
わ
り
に
、
損
害
賠
償

請
求
権
が
、
債
権
者
の
寄
与
度
に
応
じ
て
与
え
ら
れ
る
と
す
る
学
説
も
あ
る
。

折
衷
説
は
、
両
当
事
者
の
原
因
性
を
比
較
衡
量
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
、
債
権
者
の
原
因
性
が
債
務
者
の
原
因
性
よ
り
も
明
ら
か
に

上
回
っ
て
い
る
場
合
の
み
同
条
を
適
用
す
る（（（
（

。
折
衷
説
に
言
わ
せ
れ
ば
、
否
定
説
は
硬
直
で
あ
り
、
肯
定
説
は
、
不
可
分
な
救
済
手
段
を

う
ま
く
処
理
で
き
て
い
な
い
。
圧
倒
的
に
重
い
原
因
性
を
債
権
者
の
行
為
に
見
い
だ
せ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
す
る
折
衷
説
を
採
れ
ば
、
債

権
者
に
の
み
原
因
が
あ
る
の
か
又
は
債
務
者
に
も
最
小
限
の
原
因
性
が
あ
っ
た
の
か
に
関
す
る
、
実
り
の
な
い
か
つ
疲
弊
を
も
た
ら
す
論

争
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。

第
2
款　

効　
　
　

果

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
効
果
は
、
債
権
者
が
債
務
者
の
不
履
行
を
援
用
で
き
ず
、
当
該
不
履
行
か
ら
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
救
済
手
段
を
行

使
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
債
務
者
側
か
ら
い
え
ば
、
す
べ
て
の
義
務
（
損
害
賠
償
義
務
、
履
行
義
務
、
解
除
さ
れ
る
こ
と
、
追

完
義
務
、
代
金
減
額
請
求
さ
れ
る
こ
と
、
利
息
支
払
義
務
）
か
ら
の
免
責
・
解
放
で
あ
る
。

債
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
履
行
請
求
権
が
同
条
に
基
づ
い
て
消
滅
し
て
も
、
債
務
者
の
債
権
者
に
対
す
る
履
行
請
求
権
は
影
響
を
受

け
ず
、
存
続
す
る
。
売
買
が
双
務
契
約
で
あ
り
、
そ
の
一
方
の
債
権
債
務
関
係
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
も
、
他
方
の



七
七
五

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

債
権
債
務
関
係
は
、
牽
連
関
係
性
に
よ
り
消
滅
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

債
務
者
は
、
債
権
者
に
対
す
る
履
行
義
務
が
脱
落
し
た
こ
と
で
節
約
で
き
た
出
費
に
つ
い
て
保
持
で
き
ず
、
何
ら
か
の
形
で
、
例
え
ば
、

債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
有
す
る
債
権
が
あ
れ
ば
そ
の
債
権
額
を
減
じ
て
、
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
Ｃ
Ｉ

Ｓ
Ｇ
に
な
い
け
れ
ど
も
、
契
約
が
予
定
通
り
に
履
行
さ
れ
て
い
れ
ば
債
務
者
が
置
か
れ
た
で
あ
ろ
う
状
態
よ
り
も
良
い
状
態
に
置
か
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。

債
権
者
の
行
為
が
債
務
者
の
不
履
行
を
惹
起
し
た
場
合
に
、
そ
の
債
権
者
の
行
為
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
又
は
売
買
契
約
上
の
義
務
に
違
反
し
、

そ
れ
が
救
済
手
段
を
発
生
さ
せ
る
場
合
に
は
、
当
該
債
権
者
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
で
、
債
務
者
に
対
す
る
不
履
行
を
援
用
で
き
な
い
ば

か
り
で
な
く
、
債
務
者
に
発
生
す
る
法
的
救
済
手
段
に
対
応
し
て
、
債
権
者
は
損
害
賠
償
義
務
を
負
っ
た
り
、
解
除
さ
れ
た
り
す
る
な
ど

の
負
担
を
負
う
。
債
権
者
の
救
済
手
段
を
排
除
す
る
債
権
者
の
行
為
が
、
物
品
の
引
取
義
務
違
反
で
も
あ
る
場
合
、
債
務
者
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ

六
一
条
一
項
ｂ
、
七
四
条
〜
七
七
条
の
基
準
に
照
ら
し
て
、
債
権
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
権
者
が
行
っ

た
契
約
違
反
に
よ
っ
て
債
務
者
に
成
立
す
る
そ
の
他
の
法
的
救
済
手
段
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
に
よ
っ
て
、
影
響
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

第
4
節　

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
適
用
判
例（（（
（

（
1
）　

一
九
九
六
年
二
月
六
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
高
裁
判
所
判
決（（（
（

【
事
実
】　

ド
イ
ツ
の
買
主
Ｘ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
売
主
Ｙ
の
間
で
、
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
本
件
売
買
契
約
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
は
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
を
Ｘ
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
Ｘ
は
、
と
り
わ
け
、
購
入
し
た
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
ベ
ル
ギ
ー
に
輸
出
す
る
こ
と
を
、

具
体
的
に
述
べ
て
い
た
。
本
件
売
買
契
約
に
よ
る
と
、
物
品
の
引
渡
し
は
Ｆ
Ｏ
Ｂ
条
件
に
よ
り
、
代
金
支
払
は
信
用
状
を
介
し
て
行
わ
れ
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る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
Ｘ
が
何
回
も
Ｙ
に
、
約
定
通
り
船
積
地
の
地
名
を
連
絡
す
る
よ
う
に
催
促
し
た
。
Ｙ
が
地
名
を
挙
げ

る
こ
と
を
し
な
い
の
で
、
Ｘ
は
信
用
状
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
開
設
で
き
な
い
こ
と
を
Ｘ
は
Ｙ
に
知
ら
せ
た
。
そ
れ
に
対

す
る
回
答
の
中
で
、
Ｙ
は
、
Ｙ
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
供
給
す
る
業
者
Ａ
が
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
ベ
ネ
ル
ク
ス
諸
国
に
転
売
す
る
こ
と
に
同
意

し
な
い
こ
と
を
告
知
し
た
。
Ｘ
は
訴
え
を
提
起
し
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
転
売
買
主
Ｄ
に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
た
金
額
を
含
め
て
、
引
渡
債
務

違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
Ｙ
に
訴
求
し
た
。

【
判
決
】　

Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
引
渡
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
に
対
し
て
、
Ｙ
は
、
基
本
契
約
に
よ
れ
ば
Ｘ
の
承
諾
は
書
面
に

よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
に
書
面
で
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
そ
も
そ
も
本
件
売
買
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
と
反
論
し
た
。
上
告
審
に

お
い
て
も
、
そ
の
反
論
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
高
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
な
判
決
の
論
理
の
中
で
用
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ

五
四
条（（（
（

に
基
づ
く
Ｘ
の
代
金
支
払
義
務
の
中
に
信
用
状
開
設
が
含
ま
れ
る
と
解
し
た
。
し
か
し
、
Ｙ
は
、
Ｘ
の
信
用
状
不
開
設
に
よ
る
代

金
支
払
義
務
の
不
履
行
を
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
に
照
ら
す
と
、
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
本
件
に
お
い
て
は
、

Ｘ
が
信
用
状
を
開
設
す
る
際
に
必
要
な
船
積
地
の
地
名
を
Ｙ
が
Ｘ
の
再
々
に
わ
た
る
督
促
に
も
係
ら
ず
連
絡
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

船
積
地
に
つ
い
て
連
絡
を
し
な
い
こ
と
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
債
務
者
（
代
金
支
払
い
に
関
す
る
債
務
者
Ｘ
）
の
不
履
行
を
惹
起
す
る
債

権
者
（
代
金
支
払
い
に
関
す
る
債
権
者
Ｙ
）
の
不
作
為
に
該
当
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
効
果
と
し
て
、
債
権
者
た
る
Ｙ
は
、
Ｘ
の
代
金
支

払
義
務
の
不
履
行
を
援
用
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
高
裁
判
所
は
、
Ｘ
が
信
用
状
開
設
義
務
を
負
い
、
か
つ
、
信
用
状
開
設
後
に
の
み
Ｘ
が
Ｙ
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
引
渡

し
を
請
求
で
き
る
と
論
じ
た
。
同
裁
判
所
に
よ
る
と
、
信
用
状
の
開
設
は
代
金
支
払
義
務
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
開
設
し
な
い
こ
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国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

と
が
契
約
違
反
と
な
る
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
六
一
条（

（（
（

以
下
）。
他
方
で
、
同
裁
判
所
は
、
本
件
の
Ｙ
が
、
信
用
状
開
設
の
際
の
必
要
事
項
で
あ
る
船

積
地
を
Ｘ
に
通
知
す
る
義
務
を
負
い
、
Ｙ
が
Ｘ
に
船
積
地
を
通
知
し
な
か
っ
た
の
で
、
信
用
状
は
開
設
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
認
定
し
た
。

そ
し
て
、
Ｘ
に
よ
り
信
用
状
が
開
設
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
Ｙ
の
不
作
為
（
船
積
地
の
通
知
懈
怠
）
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｃ

Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
に
よ
り
、
Ｙ
は
Ｘ
の
信
用
状
開
設
義
務
違
反
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
Ｘ
の
信
用
状
が
解
説
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
Ｙ
が
目
的
物
の
引
渡
し
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
た
。

（
2
）　

一
九
九
七
年
一
月
三
一
日
ド
イ
ツ
・
コ
ブ
レ
ン
ツ
上
級
地
方
裁
判
所
判
決（（（
（

【
事
実
】　

オ
ラ
ン
ダ
の
売
主
Ｘ
と
ド
イ
ツ
の
買
主
Ｙ
が
ア
ク
リ
ル
製
毛
布
の
売
買
契
約
を
締
結
し
た
。
Ｘ
が
Ｙ
に
毛
布
を
引
き
渡
し
た
後

で
、
Ｙ
が
五
ロ
ー
ル
の
毛
布
が
足
り
な
い
旨
の
契
約
不
適
合
を
通
知
し
た
。
当
該
売
買
契
約
は
排
他
的
頒
布
権
に
つ
い
て
の
両
当
事
者
間

の
合
意
内
容
を
条
件
と
し
て
締
結
さ
れ
た
の
に
、
そ
の
合
意
が
Ｘ
に
よ
っ
て
破
ら
れ
て
い
る
と
も
Ｙ
は
論
じ
た
。
Ｘ
は
、
未
払
い
の
代
金

支
払
を
請
求
し
た
。
Ｙ
は
、
相
殺
を
主
張
し
た
。

【
判
決
】　

こ
の
事
案
で
、
Ｘ
は
新
た
な
物
品
の
引
渡
し
を
申
し
出
た
の
に
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
八
条
一
項
）、
Ｙ
が
理
由
な
く
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。

コ
ブ
レ
ン
ツ
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
に
照
ら
し
、
Ｙ
の
Ｘ
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
示
し
た
。

同
裁
判
所
は
、
Ｘ
の
請
求
は
理
由
づ
け
ら
れ
る
と
判
示
し
た
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
五
三
条
）。
Ｘ
の
引
渡
し
に
は
、
量
と
質
の
双
方
が
欠
け
て
い

る
こ
と
を
含
め
て
契
約
不
適
合
性
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
五
条
一
項
）
が
あ
る
。
し
か
し
Ｙ
は
、
契
約
適
合
性
欠
如
に
よ
る
法
的
救
済
手
段
を
行
使

で
き
な
い
。
Ｙ
は
、
五
ロ
ー
ル
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
告
知
し
た
が
、
そ
の
告
知
は
、
ど
の
デ
ザ
イ
ン
の
毛
布
が
足
り
な
い
か
を
特
定
し

て
い
な
か
っ
た
。
Ｘ
が
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
の
毛
布
を
引
き
渡
し
た
の
で
、
Ｙ
の
告
知
は
Ｘ
が
契
約
不
適
合
を
治
癒
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
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八

な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｙ
の
告
知
は
、
十
分
な
特
定
を
欠
い
て
い
た
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
九
条
一
項
）。

さ
ら
に
、
Ｘ
が
新
し
い
物
品
の
引
渡
し
を
申
し
出
て
そ
れ
が
Ｙ
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
の
で
、
質
の
欠
如
は
契
約
の
重
大
な
違
反
に
は

な
ら
な
い
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
二
五
条
）。
契
約
違
反
が
重
大
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
、
欠
陥
の
重
大
さ
だ
け
で
は
な
く
、
違
反
し
た
当
事

者
が
代
替
の
物
品
を
他
方
当
事
者
に
不
合
理
な
不
便
を
惹
起
し
な
い
で
供
給
す
る
意
思
を
も
考
慮
す
る
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
八
条
一
項
）（

（（
（

。
こ
の

よ
う
に
、
本
件
で
は
物
品
の
質
の
重
大
な
欠
如
が
、
Ｘ
が
追
加
的
な
毛
布
の
供
給
を
申
し
出
た
の
で
、
重
大
な
契
約
違
反
を
構
成
し
な
い

（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
九
条
一
項
）。
Ｙ
は
、
Ｘ
の
新
し
い
物
品
の
申
し
出
を
正
当
な
事
由
な
く
し
て
拒
絶
し
た
の
で
損
害
賠
償
請
求
権
を
援
用
で
き

な
い
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
）。
同
じ
理
由
で
Ｙ
は
、
代
金
減
額
請
求
権
を
も
失
う
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
五
〇
条
二
項
）。
Ｙ
が
Ｘ
の
申
し
出
の
受
け
入
れ

を
不
当
に
も
拒
絶
し
た
の
で
、
Ｙ
が
自
ら
の
行
為
で
Ｘ
の
不
履
行
を
惹
起
し
た
こ
と
に
な
り
、
Ｙ
は
、
そ
の
Ｘ
の
不
履
行
を
援
用
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
不
履
行
の
法
的
救
済
手
段
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

（
3
）　

第
一
審　

二
〇
〇
二
年
二
月
二
〇
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
方
裁
判
所
判
決（（（
（

　
　
　

控
訴
審　

二
〇
〇
二
年
七
月
一
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
判
決（（（
（

【
事
実
】
二
〇
〇
〇
年
秋
、
靴
の
販
売
と
靴
製
造
工
場
と
の
仲
介
業
を
し
て
い
る
イ
タ
リ
ア
の
売
主
Ｘ
と
、
靴
卸
売
業
者
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
小
売
業
者
に
靴
を
卸
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の
買
主
Ｙ
は
、
Ｙ
が
デ
ザ
イ
ン
と
そ
れ
に
対
応
し
た
モ
デ
ル
を
考
案
し
、
Ｘ
が
そ
れ
に
応
じ
て

靴
を
製
造
し
て
供
給
す
る
こ
と
を
合
意
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
継
続
的
供
給
契
約
で
は
な
か
っ
た
。
Ｘ
が
製
造
し
た
見
本
に
対
し
て
、

Ｙ
が
気
に
入
り
製
造
を
委
託
し
た
場
合
に
、
個
々
の
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｙ
が
そ
の
顧
客
か
ら
の
委
託
に
従
い
約
七
〇
の
個
別
委
託
を
Ｘ
に
し
、
Ｘ
が
引
渡
し
た
物
品
を
Ｙ
が
受
領
し
た
後
一
〇
日
以
内
に
代
金



七
七
九

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

を
支
払
う
こ
と
で
合
意
し
て
い
た
。
し
か
し
Ｙ
が
期
限
内
に
代
金
支
払
い
を
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
Ｘ
は
、
委
託
さ
れ
た
靴
の
引
渡
し
を

停
止
し
た
。

二
〇
〇
一
年
三
月
と
二
月
の
書
状
で
、
Ｙ
が
Ｘ
に
、
注
文
し
た
靴
の
う
ち
で
ま
だ
引
き
渡
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
引
渡
し
を
督
促
し
た
。

Ｘ
は
二
〇
〇
一
年
三
月
一
九
日
と
同
年
三
月
二
三
日
の
書
状
で
、
Ｙ
に
対
し
て
、
未
払
い
の
代
金
を
支
払
っ
て
欲
し
い
、
も
し
代
金
支
払

い
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
ま
だ
引
き
渡
し
て
い
な
い
靴
を
引
き
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
伝
え
た
。
二
〇
〇
一
年
三
月
三
〇
日
の
Ｘ

へ
の
書
状
で
、
Ｙ
は
、
Ｘ
の
引
渡
し
の
た
め
の
付
加
期
間
を
設
定
し
、
そ
れ
が
徒
過
し
た
場
合
に
は
、
引
渡
し
が
な
さ
れ
て
い
な
い
売
買

契
約
を
解
除
す
る
と
伝
え
た
。

二
〇
〇
一
年
五
月
七
日
の
Ｘ
の
弁
護
士
か
ら
の
書
状
で
、
Ｙ
は
、
代
金
支
払
い
の
た
め
の
二
〇
〇
一
年
五
月
二
七
日
ま
で
の
期
限
設
定

の
も
と
に
、
五
つ
の
請
求
書
の
金
額
を
支
払
う
よ
う
に
督
促
さ
れ
た
。
二
つ
の
請
求
書
に
つ
い
て
は
支
払
い
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外

の
請
求
書
に
つ
い
て
は
支
払
い
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
Ｘ
は
、
さ
ら
な
る
靴
の
引
渡
し
は
行
わ
な
か
っ
た
。

Ｘ
は
、未
払
い
売
買
代
金
の
支
払
い
を
求
め
て
、Ｙ
を
訴
え
た
。
訴
状
が
Ｙ
に
送
達
さ
れ
た
の
は
、二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
二
日
で
あ
る
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
方
裁
判
所
は
、
基
本
的
に
は
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
売
買
代
金
請
求
を
認
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
Ｙ
は
控
訴
を
し
た
。

【
第
一
審
判
決
】　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
方
裁
判
所
は
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
金
額
六
二
、四
九
二
・
〇
六
ユ
ー
ロ
の
売
買
代
金
請
求
を
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ

五
三
条（（（
（

に
基
づ
き
認
め
た
。
同
地
方
裁
判
所
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
五
八
条
に
基
づ
き
Ｘ
に
売
買
代
金
請
求
を
認
め
る
と
同
時
に
、
Ｙ
の
Ｘ
に
対

す
る
損
害
賠
償
請
求
を
否
定
し
、
Ｙ
の
主
張
す
る
売
買
代
金
債
務
と
損
害
賠
償
債
権
の
相
殺
を
認
め
な
か
っ
た
。

同
地
方
裁
判
所
に
よ
る
と
、
売
主
が
た
と
え
契
約
条
項
と
適
合
し
な
い
物
品
を
供
給
し
て
も
、
買
主
は
契
約
不
適
合
性
を
理
由
と
す
る

救
済
手
段
を
援
用
す
る
権
利
を
失
う
。
な
ぜ
な
ら
、
買
主
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
九
条
一
項
に
よ
っ
て
要
件
と
さ
れ
る
通
知
を
怠
っ
た
か
ら
で
あ
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〇

る
。
供
給
後
数
か
月
が
た
っ
て
か
ら
な
さ
れ
た
通
知
は
合
理
的
期
間
内
に
な
さ
れ
た
通
知
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
同
地
方
裁
判

所
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
〇
条
の
適
用
可
能
性
を
否
定
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
売
主
が
契
約
不
適
合
性
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
こ
と
を
買
主
が
十

分
に
証
明
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。そ
の
帰
結
と
し
て
、同
地
方
裁
判
所
は
、Ｙ
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ず（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
九
条
）、

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
五
三
条
で
約
定
の
代
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
と
判
断
し
た
。

同
地
方
裁
判
所
は
、
Ｙ
に
対
し
て
、
Ｘ
が
物
品
の
残
り
総
数
の
引
渡
し
を
停
止
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
の
賠
償
請
求
権
を
否
定
し
た
。

実
際
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
五
八
条（（（
（

に
よ
る
と
、
反
対
の
合
意
が
両
当
事
者
間
に
存
在
し
な
い
か
ま
た
は
反
対
の
慣
習
が
な
い
場
合
に
は
、
Ｙ
は
、

物
品
供
給
の
受
領
後
直
ち
に
す
べ
て
の
請
求
額
を
支
払
う
こ
と
に
拘
束
さ
れ
る
。
Ｙ
の
代
金
支
払
拒
絶
こ
そ
が
、
Ｘ
の
残
余
物
品
の
引
渡

し
を
中
止
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｙ
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
に
基
づ
き
、
Ｘ
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
失
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｘ
が
残
っ
て
い
る
靴
の
供
給
を
拒
絶
し
た
こ
と
が
、
契
約
違
反
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
も
、
Ｙ
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ 

七
六
条
に
よ
っ
て
、
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
権
利
を
有
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
六
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
要
件
で

あ
る
契
約
解
除
が
、
本
件
で
は
、
Ｘ
に
よ
る
契
約
に
適
合
し
た
物
品
供
給
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
Ｙ
が
合
理
的
期
間
内
に
お
い

て
契
約
不
適
合
の
明
確
な
通
知
を
し
な
か
っ
た
こ
と
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
九
条
）
で
、
Ｙ
に
よ
っ
て
行
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
異
な
る

事
情
が
あ
っ
て
Ｙ
が
契
約
不
適
合
に
基
づ
く
法
的
救
済
手
段
を
行
使
で
き
る
と
し
て
も
、
Ｘ
が
物
品
を
期
限
内
に
供
給
し
な
い
こ
と
が 

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
九
条
一
項
ａ
に
照
ら
し
て
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
重
大
な
契
約
違
反
を
構
成
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｙ
が
供
給

の
た
め
の
付
加
期
間
を
設
定
し
、
か
つ
、
Ｘ
が
そ
の
期
間
内
に
供
給
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
の
み
、
Ｙ
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
九
条
一
項
ｂ
に

照
ら
し
契
約
解
除
権
を
有
す
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
四
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
契
約
解
除
を
要
件
と
し
て
い
な
い
が
、
具
体
的
損
害
計
算
を
要
求
し
て
い
る
。
Ｙ



七
八
一

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

の
主
張
は
、
具
体
的
損
害
計
算
の
点
に
関
し
て
十
分
で
な
い
。
相
当
な
利
益
が
実
際
に
販
売
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
獲
得
さ
れ
え
た
こ
と
の
主
張

も
立
証
も
し
て
い
な
い
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
方
裁
判
所
は
、
買
主
の
代
金
支
払
拒
絶
こ
そ
が
、
売
主
の
、
残
余
物
品
の
引
渡
し
を
中
止
さ
せ
た
と
理
解
し
、
当
該
代

金
支
払
い
と
当
該
物
品
引
渡
し
が
同
時
履
行
の
関
係
に
立
っ
て
は
い
な
い
が
、
売
主
の
不
履
行
を
惹
起
さ
せ
た
の
は
買
主
の
不
作
為
で
あ

る
と
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
適
用
し
て
買
主
の
売
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
否
定
し
た
。

【
控
訴
審
判
決
】

第
一
審
判
決
に
対
し
て
Ｙ
が
控
訴
し
た
。
民
事
訴
訟
の
手
続
に
関
す
る
問
題
で
、
Ｙ
の
控
訴
が
容
れ
ら
れ
て
、
第
一
審
判
決
が
破
棄
・

差
し
戻
さ
れ
た
。
し
か
し
、
控
訴
審
裁
判
所
は
、
第
一
審
地
方
裁
判
所
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
解
釈
・
適
用
に
誤
り
は
な
い
と
し
て
、
事
実
認
定

に
つ
い
て
も
金
額
の
数
額
を
ご
く
一
部
修
正
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
実
質
的
な
結
論
と
し
て
は
、
Ｙ
の
控
訴
は
奏
功
し
な
か
っ
た
。

（
4
）　

ド
イ
ツ
連
邦
裁
判
所
二
〇
一
二
年
九
月
二
六
日
判
決（（（
（

【
事
実
】　

ド
イ
ツ
の
企
業
Ｙ
は
鉱
物
資
源
を
採
掘
し
そ
れ
を
販
売
し
て
い
た
。
そ
の
資
源
の
中
に
、
粘
土
鉱
物
の
一
種
で
あ
る
カ
オ
リ
ナ

イ
ト
も
含
ま
れ
て
い
た
。
冷
凍
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
製
品
を
製
造
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
企
業
Ｘ
に
、
Ｙ
は
、
長
年
に
わ
た
り
鉱
物
資
源
を
販
売
し

て
い
た
。
Ｙ
は
定
期
的
に
、「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
分
離
用
粘
土
鉱
物
Ａ
０
１
」
と
い
う
印
の
付
い
た
袋
で
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
を
Ｘ
に
供
給
し
た
。

そ
の
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
か
ら
作
ら
れ
た
陶
器
製
の
水
槽
の
中
で
、
比
重
が
軽
い
強
度
の
な
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
、
食
料
品
加
工
に
必
要
な
強
度

の
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
〇
〇
四
年
に
、
Ｙ
か
ら
供
給
さ
れ
た
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
か
ら
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
検

出
さ
れ
、
そ
の
値
は
、
動
物
に
与
え
る
飼
料
に
関
し
て
定
め
ら
れ
た
限
界
値
を
は
る
か
に
超
え
た
。
Ｘ
は
、
自
ら
抱
い
た
動
物
飼
料
法
上
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の
疑
念
を
払
拭
す
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
そ
の
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
か
ら
作
っ
た
水
槽
を
製
造
過
程
に
設
置
し
た
。
Ｘ
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
買
い

取
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
飼
料
メ
ー
カ
ー
Ａ
か
ら
飼
料
を
購
入
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
乳
製
品
メ
ー
カ
ー
Ｄ
の
製
品
か
ら
高
度
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

確
認
さ
れ
た
後
で
、
Ｘ
は
Ｙ
に
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
基
づ
く
九
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
裁
判
上
行
使
し
た
。

【
判
決
】　

ド
イ
ツ
連
邦
裁
判
所
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
条
文
を
提
示
し
て
、
不
履
行
の
共
同
惹
起
の
場
合
に

債
権
者
と
債
務
者
が
損
害
を
分
配
す
る
べ
き
こ
と
を
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
契
約
両
当
事
者
が
相
互
に
独
立
し
て
各
自
の
義
務
違
反
行

為
に
よ
っ
て
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
寄
与
し
て
い
る
事
例
を
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
明
示
的
に
規
律
し
て
い
な
い
が
、
損
害
賠
償
の
よ
う
な
可
分

的
な
救
済
手
段
の
場
合
に
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
七
条
、
八
〇
条
の
基
礎
に
あ
る
原
理
に
立
ち
返
り
、
損
害
分
配
の
際
に
各
当
事
者
の
損
害
惹

起
に
お
け
る
寄
与
度
を
適
切
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

カ
オ
リ
ナ
イ
ト
は
Ｘ
か
ら
特
定
の
性
質
を
挙
げ
て
注
文
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
が
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
Ｃ

Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
五
条
二
項
ｂ（（（
（

の
意
味
に
お
け
る
契
約
違
反
が
存
す
る
。
同
規
定
に
よ
る
と
、
契
約
の
締
結
時
に
売
主
に
対
し
て
明
示
的
又
は
黙

示
的
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
特
定
の
目
的
に
適
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
取
引
界
の
期
待
に
よ
れ
ば
当
然
と
思
わ
れ

る
使
用
適
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
が
飼
料
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
一
般
的
に
普
通
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
カ

オ
リ
ナ
イ
ト
は
、
問
題
と
な
る
飼
料
法
の
要
求
水
準
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
件
の
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
は
、

そ
の
基
準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｘ
は
、
完
全
な
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｘ
自
身
が
重
大
な
方
法
で
、
飼
料
製
造
の

た
め
の
製
造
物
を
流
通
に
置
く
際
の
責
務
に
反
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
注
意
義
務
違
反
に
よ
っ
て
、
買
主
Ｘ
は
賠
償
請
求
を
算
定
す
る

際
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
独
自
の
寄
与
を
果
た
し
て
し
ま
っ
た
。
契
約
両
当
事
者
の
独
自
の
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
の
共
同
惹
起
に
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国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

関
す
る
明
示
的
な
規
定
を
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
定
め
て
い
な
い
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
七
条
が
適
用
さ
れ
る
事
例
は
、
賠
償
請
求
権
者
が
（
起
こ
り
そ

う
な
）
損
害
発
生
の
諸
事
情
を
知
る
に
至
っ
た
後
で
発
生
す
る
二
次
的
義
務
（
自
分
に
生
じ
る
損
害
を
広
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
義
務
）
に
違

反
し
て
、
相
手
当
事
者
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
損
害
を
減
少
さ
せ
る
か
又
は
回
避
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
で
あ
る
。
他
方
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ

八
〇
条
が
把
握
す
る
事
例
は
、
他
方
の
当
事
者
（
本
件
で
は
Ｙ
）
の
契
約
違
反
を
共
同
惹
起
し
た
場
合
の
み
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
条
二

項
（「
こ
の
条
約
が
規
律
す
る
事
項
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
約
に
お
い
て
明
示
的
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
約
の
基

礎
を
成
す
一
般
原
則
に
従
い
、
又
は
こ
の
よ
う
な
原
則
が
な
い
場
合
に
は
国
際
私
法
の
準
則
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
法
に
従
っ
て
解
決
す
る
」）
に
従
っ
て
、

欠
缺
補
充
を
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
先
の
規
定
の
基
礎
に
あ
る
原
則
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
に
よ
る

不
履
行
の
共
同
惹
起
は
、
損
害
賠
償
の
よ
う
な
可
分
な
法
的
救
済
手
段
の
場
合
に
は
、
法
的
効
果
は
、
債
権
者
が
請
求
権
を
失
う
こ
と
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
与
度
を
、
評
価
・
比
較
衡
量
の
上
で
、
損
害
分
配
の
際
に
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
ド
イ
ツ
連
邦

裁
判
所
は
、
こ
の
基
礎
の
上
で
半
分
の
損
害
分
配
に
達
し
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
一
般
的
原
則
を
作
り
上
げ
、
そ
の
一
般
的
原
則
で
、
損
害
が
両
当
事
者
の
独
自
な
義
務
違
反
に

よ
っ
て
共
同
的
に
惹
起
さ
れ
た
事
例
に
対
処
し
た（（（
（

。

（
5
）　

二
〇
一
三
年
二
月
五
日
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
上
級
地
方
裁
判
所
判
決（（（
（

【
事
案
】　

ベ
ル
ギ
ー
の
醸
造
会
社
Ｘ
が
、
ド
イ
ツ
の
醸
造
会
社
Ｙ
に
、
ビ
ー
ル
を
醸
造
し
缶
に
詰
め
る
こ
と
、
及
び
ビ
ー
ル
を
醸
造
し

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
る
こ
と
を
委
託
し
た
。
Ｙ
は
、
同
時
進
行
の
別
の
訴
訟
で
、
Ｘ
の
代
金
不
払
い
、
受
領
義
務
違
反
及
び
そ
の
他
の

協
力
義
務
違
反
を
理
由
に
二
つ
の
契
約
を
解
除
し
、
代
金
支
払
請
求
と
損
害
賠
償
支
払
請
求
を
求
め
た
。
両
当
事
者
間
の
裁
判
で
出
さ
れ
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た
確
定
判
決
に
お
い
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
詰
め
に
関
す
る
契
約
に
つ
い
て
の
Ｙ
の
解
除
は
有
効
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
缶
詰
め
ビ
ー
ル
に

関
す
る
契
約
に
つ
い
て
の
Ｙ
の
解
除
は
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
Ｘ
は
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
オ
ー
ダ
ー
）
地
方
裁
判
所
に
提
訴

し
、缶
詰
め
ビ
ー
ル
契
約
の
不
当
な
解
除
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
を
Ｙ
に
請
求
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
オ
ー
ダ
ー
）
地
方
裁
判
所
は
、

Ｘ
の
訴
え
を
一
部
却
下
し
、
そ
の
他
の
請
求
に
つ
い
て
は
理
由
づ
け
ら
れ
な
い
と
し
て
棄
却
し
た
。
こ
の
判
決
に
対
し
て
、
Ｘ
が
控
訴
を

し
た
。

【
判
決
】　

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
Ｘ
の
損
害
賠
償
請
求
を
ほ
ぼ
認
め
た
が
、
金
額
に
つ
い
て
審
理
を
さ
せ
る
た
め
に

地
方
裁
判
所
に
破
棄
差
し
戻
し
を
し
た
。
Ｘ
の
請
求
を
認
め
る
理
由
づ
け
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
五
条
一
項
ｂ
、
八
四
条
、
七
五
条
に
基
づ
い
て
、
Ｙ
は
、
Ｘ
に
対
し
て
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
。
Ｙ
が
契
約
解
除
の
意
思

表
示
を
し
、
缶
詰
め
ビ
ー
ル
契
約
に
基
づ
い
て
ビ
ー
ル
を
供
給
す
る
こ
と
を
Ｙ
が
拒
絶
し
た
こ
と
は
、
重
大
な
契
約
違
反
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ

Ｓ
Ｇ
七
四
条
に
照
ら
し
、
Ｘ
は
、
逸
失
利
益
を
含
め
た
事
実
上
の
損
失
全
体
に
つ
い
て
、
原
則
的
と
し
て
Ｙ
に
賠
償
請
求
で
き
る
。
Ｃ
Ｉ

Ｓ
Ｇ
七
五
条
に
照
ら
せ
ば
、損
害
賠
償
請
求
権
者
Ｘ
の
行
っ
た
代
替
取
引
の
取
引
価
格
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
不
履
行
損
害
も
賠
償
さ
れ
る
。

こ
の
Ｘ
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
Ｘ
に
よ
る
共
同
の
不
履
行
惹
起
と
言
わ
れ
る
も
の
を
根
拠
に
、
全
面
的
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

同
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
五
条（（（
（

の
通
説
を
確
認
し
こ
れ
に
従
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
五
条
の
通
説
的
解
釈
に
よ
る
と
、
損
害

賠
償
支
払
義
務
を
負
う
当
事
者
が
不
当
に
も
契
約
と
の
関
係
を
断
っ
た
場
合
（
本
件
で
は
Ｙ
が
無
効
な
解
除
を
し
た
こ
と
）
に
、
契
約
解
除
が

代
替
取
引
前
に
な
さ
れ
な
く
て
も
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
当
事
者
が
代
替
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
契
約
価
格
と
代
替
取
引
に

お
け
る
価
格
の
差
額
を
損
害
と
し
て
賠
償
請
求
で
き
る
。
解
除
な
く
し
て
な
さ
れ
た
代
替
取
引
で
も
よ
い
と
し
た
の
は
、
契
約
か
ら
の
不

当
な
離
脱
の
中
に
、
真
剣
か
つ
最
終
的
な
履
行
拒
絶
が
あ
る
か
ら
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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買
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約
に
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る
国
際
連
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条
約
八
〇
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を
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す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

同
上
級
地
方
裁
判
所
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
債
権
者
が
不
履
行
を
共
同
で
惹
起
し
て
も
、
そ
れ
は
損
害
賠
償
請
求
権
を
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ

八
〇
条
に
従
っ
て
全
面
的
に
排
除
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
債
権
者
の
独
自
の
行
為
の
寄
与
度
に
従

い
債
権
者
の
損
害
賠
償
請
求
額
を
減
額
す
る
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
債
権
者
の
共
同
惹
起
の
問
題
に
つ
い
て
、
同
裁
判
所
は
、

債
権
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
全
面
的
に
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
損
害
賠
償
額
が
債
権
者
の
寄
与
度
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
の

だ
と
判
示
し
た（（（
（

。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
問
題
で
あ
る
債
権
者
が
債
務
者
の
不
履
行
を
間
接
に
惹
起
し
た
場
合
の
因
果
関
係
を
い
か
に

判
断
す
る
か
に
つ
い
て
も
、
同
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
判
示
し
た
。
本
件
で
損
害
賠
償
請
求
権
者
（
債
権
者
）
が
代
金
不
払
い
及
び
物
品

の
受
領
拒
絶
等
の
行
為
を
も
っ
て
反
対
当
事
者
（
債
務
者
）
の
不
当
な
契
約
解
除
の
意
思
表
示
を
惹
起
し
た
と
い
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も

誘
因
を
与
え
た
だ
け
な
の
か
。
前
者
な
ら
ば
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
、後
者
な
ら
ば
因
果
関
係
が
否
定
さ
れ
る
。
損
害
賠
償
請
求
権
者
（
債

権
者
）
の
義
務
違
反
行
為
が
間
接
的
に
で
も
契
約
違
反
（
不
履
行
）
を
共
同
で
惹
起
し
た
と
い
え
る
た
め
に
は
、
つ
ま
り
因
果
関
係
が
肯
定

さ
れ
る
た
め
に
は
、
請
求
権
者
（
債
権
者
）
の
義
務
に
違
反
し
た
行
為
が
作
り
出
し
た
危
険
状
態
が
、
反
対
当
事
者
（
債
務
者
）
に
予
想
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
直
ち
に
克
服
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
債
権
者
の
責
任
領
域
に
帰
属
し
、
か
つ
そ
の
危
険
状
態

が
実
現
し
た
も
の
と
し
て
債
務
者
の
不
履
行
が
生
じ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
、
同
上
級
地
方
裁
判
所
は
論
じ
た
。
こ
の
基
準
を
本
件
に

当
て
は
め
る
と
、
損
害
賠
償
請
求
権
者
（
本
件
の
Ｘ
）
の
行
為
と
債
務
者
（
本
件
の
Ｙ
）
の
不
履
行
の
間
に
は
、
間
接
の
因
果
関
係
は
認
め

ら
れ
な
い
。
因
果
関
係
の
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
本
件
に
適
用
し
て
、
Ｙ
が
Ｘ
の
損
害
賠
償
請
求
を
否
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
判
示
し
た（（（
（

。
先
の
基
準
を
本
件
に
当
て
は
め
て
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
同
上
級
地
方
裁
判
所
に
よ
る
と
、
Ｘ

の
義
務
違
反
行
為
に
よ
っ
て
Ｙ
の
操
業
が
停
止
に
追
い
込
ま
れ
そ
れ
に
よ
っ
て
物
品
引
渡
義
務
の
不
履
行
が
発
生
し
た
よ
う
な
事
実
が
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。
第
3
章　

日
本
民
法
へ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題

第
1
節　

債
務
不
履
行
責
任
の
責
任
原
理
と
の
関
係

債
務
不
履
行
責
任
原
理
と
し
て
、
保
証
責
任
原
理
（Garantiehaftung

）
を
採
用
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
が
、
第
五
章
第
四
節
「
免
責
」
の
標

題
の
も
と
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
九
条
と
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
定
め
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
、
四
五
条
一
項
ｂ（（（
（

と
六
一
条
一
項
ｂ（（（
（

で
、
契
約
違
反
＝

不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
に
関
し
て
故
意
・
過
失
（V

erschulden

）
を
要
件
と
し
な
い
保
証
責
任
原
理
を
採
用
し
て
い
る
。
保
証
責
任

と
し
て
の
損
害
賠
償
責
任
は
、
免
責
の
節
の
二
つ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
限
定
を
受
け
る
だ
け
で
あ
る
。
保
証
責
任
原
理
と
免
責
規
定
の
組

み
合
わ
せ
か
ら
な
る
契
約
損
害
賠
償
の
仕
組
み
の
免
責
の
一
規
定
た
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
、
過
失
責
任
主
義
が
妥
当
す
る
民
法
に
取
り

入
れ
る
場
合
、
ま
ず
念
頭
に
浮
か
ぶ
問
題
は
、
債
務
者
の
過
失
又
は
故
意
・
過
失
で
、
債
権
者
が
、
事
実
と
し
て
の
債
務
者
の
不
履
行
を

惹
起
し
た
場
合
に
、
債
務
者
の
故
意
・
過
失
が
な
い
と
し
て
債
務
不
履
行
責
任
不
成
立
と
い
う
処
理
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
で
も
金
銭
債
務
の
場
合
に
は
現
行
民
法
で
も
債
務
者

の
故
意
・
過
失
は
要
件
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
債
務
者
の
故
意
・
過
失
の
要
件
で
処
理
す
る
よ
り
も
、
故
意
・
過
失
と
は

別
個
な
要
件
で
債
権
者
の
行
為
に
よ
る
債
務
不
履
行
責
任
の
免
責
を
用
意
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
。
債
務
不
履
行
解
除
に
つ

い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
さ
ら
に
解
除
は
故
意
・
過
失
を
要
件
と
し
な
い
と
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
よ
う
な

規
定
を
お
く
意
味
が
あ
る
。



七
八
七

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

第
2
節　

現
行
民
法
の
「
弁
済
の
提
供
」
の
守
備
範
囲
内
の
事
例

現
行
民
法
の
「
弁
済
の
提
供
」
の
守
備
範
囲
内
の
事
例
に
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
適
用
す
る
と
ど
う
な
る
か
を
検
討
す
る
。

こ
こ
で
の
事
例
で
は
、
債
務
者
が
現
実
の
提
供
（
債
務
の
履
行
に
債
権
者
の
受
領
と
い
う
協
力
が
必
要
な
場
合
）
又
は
口
頭
の
提
供
（
債
務
の

履
行
に
債
権
者
の
受
領
以
外
の
協
力
が
必
要
な
場
合
）
を
行
い
、
債
権
者
が
債
務
の
履
行
に
必
要
な
協
力
を
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
例
に
お

い
て
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
要
件
は
満
た
さ
れ
る
。「
債
権
者
の
行
為
」
と
い
う
要
件
は
、
協
力
行
為
を
し
な
い
と
い
う
不
作
為
が
あ
る
こ

と
で
具
備
さ
れ
る
。「
債
務
者
の
不
履
行
と
の
間
の
因
果
関
係
」
と
い
う
要
件
は
、
債
務
者
の
不
履
行
を
、
帰
責
事
由
要
件
を
除
い
た
事

実
と
し
て
の
債
務
不
履
行
（
履
行
遅
滞
）
と
読
み
替
え
れ
ば
、
そ
れ
を
、
債
権
者
の
協
力
行
為
の
不
作
為
が
惹
起
し
て
い
る
の
で
、
満
た

さ
れ
る
。
債
務
者
は
現
実
の
提
供
又
は
口
頭
の
提
供
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
と
し
て
の
債
務
不
履
行
は
、
債
権
者
の
行
為
だ

け
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
て
お
り
、
債
務
者
の
行
為
と
の
共
同
の
惹
起
で
は
な
い
。

現
行
民
法
の
「
弁
済
の
提
供
」
の
債
務
不
履
行
か
ら
の
免
責
の
効
果
と
し
て
、
①
履
行
遅
滞
に
基
づ
く
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
義
務
の

不
成
立
（
民
法
四
一
五
条
）、②
履
行
遅
滞
に
基
づ
く
法
定
解
除
権
の
不
発
生
（
民
法
五
四
一
条
）、③
違
約
金
の
不
発
生
（
民
法
四
二
〇
条
三
項
）、

④
担
保
権
が
実
行
さ
れ
な
い
こ
と
、
⑤
抵
当
権
の
効
力
が
抵
当
不
動
産
の
果
実
に
及
ば
な
い
こ
と
（
民
法
三
七
一
条
）、
⑥
債
務
者
が
強
制

執
行
か
ら
免
れ
る
こ
と
、
で
あ
る（（（
（

。
⑥
に
つ
い
て
は
、
弁
済
の
提
供
の
効
果
と
し
て
発
生
さ
せ
る
べ
き
か
争
い
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
効
果

は
、
弁
済
の
提
供
が
あ
っ
た
時
点
で
発
生
し
、
債
務
不
履
行
免
責
に
つ
い
て
の
上
記
の
効
果
は
、
債
権
者
が
自
己
の
受
領
遅
滞
を
解
消
さ

せ
る
た
め
の
措
置
を
と
る
ま
で
継
続
す
る（（（
（

。
弁
済
の
提
供
の
効
果
に
は
、
債
権
の
消
滅
は
な
く
、
弁
済
の
提
供
の
効
果
が
継
続
す
る
間
で

も
、
債
権
は
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
債
権
者
の
履
行
請
求
権
（
債
務
者
の
履
行
義
務
）
も
存
続
す
る
。
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Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
適
用
し
た
場
合
の
法
的
効
果
に
、債
権
者
の
履
行
請
求
権
が
行
使
で
き
な
い
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
が
、

弁
済
の
提
供
と
は
鋭
く
対
立
す
る
。
こ
の
対
立
は
、
二
つ
の
異
な
る
制
度
の
趣
旨
と
契
約
保
障
の
在
り
方
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
は
、
不
履
行
を
惹
起
し
た
債
権
者
が
、
そ
の
不
履
行
か
ら
発
生
す
る
救
済
手
段
を
得
る
の
は
信
義
則
上
許
さ
れ
な
い
と

い
う
債
権
者
に
対
す
る
制
裁
に
重
き
が
あ
り
、
弁
済
の
提
供
は
、
履
行
の
た
め
の
協
力
を
債
権
者
か
ら
得
ら
れ
な
い
債
務
者
の
保
護
に
重

き
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
不
履
行
の
救
済
手
段
が
義
務
違
反
に
対
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

民
法
で
は
、
義
務
違
反
の
救
済
手
段
と
義
務
違
反
に
帰
責
事
由
が
加
わ
っ
た
と
き
に
与
え
ら
れ
る
救
済
手
段
と
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、
弁

済
の
提
供
の
効
果
と
し
て
債
権
者
か
ら
奪
わ
れ
る
の
は
後
者
だ
け
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
制
度
の
規
律
内
容
も
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
に
あ
る
全

体
構
造
と
の
関
係
で
は
論
理
的
に
よ
く
理
解
で
き
る
。

い
か
な
る
制
度
で
あ
る
か
を
一
度
棚
上
げ
し
て
、
債
権
者
の
履
行
請
求
権
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
た
い
。
履
行
請
求
権
を
現
行

民
法
の
解
釈
と
し
て
、
概
念
的
に
は
債
務
不
履
行
責
任
の
免
責
と
は
区
別
で
き
る
強
制
執
行
に
つ
い
て
、
債
権
者
に
強
制
執
行
を
さ
せ
な

い
と
い
う
見
解
が
我
が
国
で
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
債
務
の
任
意
履
行
に
協
力
し
な
い
債
権
者
が
、
そ
の
債
務
の
履
行
を
強
制

的
に
実
現
で
き
る
こ
と
に
賛
成
し
難
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
信
義
則
の
考
え
方
が
現
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
立
法
に
よ
っ

て
導
入
し
て
、
履
行
請
求
権
を
行
使
さ
せ
な
い
こ
と
は
支
持
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
導
入
に
す
る
際
に
、
現
在
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
法
的
効
果
の
解
釈
の
よ
う
に
、
履
行
請
求
権
は
、
消
滅
す
る
と
扱
う
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。
履
行
請
求
権
の
消
滅
に
も
、
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
で
免
責
を
得
た
債
務
者
が
、
履
行
義
務
か
ら
解
放
さ

れ
て
出
費
を
節
約
で
き
た
場
合
に
は
、
そ
の
分
を
債
権
者
に
返
還
す
べ
き
だ
と
す
る
解
釈
提
案
に
現
れ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
を
支
え
る
条

文
文
言
は
な
い
が
、
同
条
の
適
用
の
な
い
通
常
の
履
行
の
場
合
と
比
べ
て
、
同
条
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
債
務
者
が
有
利
な
立
場
に
置
か
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国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

れ
る
こ
と
は
、
本
条
の
趣
旨
で
は
な
い
と
い
う
。
履
行
遅
滞
と
い
う
債
務
不
履
行
の
場
合
に
は
、
債
権
者
に
債
権
つ
ま
り
履
行
請
求
権
が

存
続
し
て
い
る
。
そ
の
履
行
請
求
権
の
行
使
を
、
債
権
者
が
自
己
の
受
領
遅
滞
を
解
消
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
と
る
ま
で
認
め
な
い
と
い

う
提
案
を
し
た
い
。
こ
の
措
置
を
と
っ
た
時
か
ら
行
使
を
可
能
と
す
れ
ば
、
債
務
者
が
出
費
を
節
約
し
て
得
た
も
の
の
返
還
と
い
う
問
題

は
生
じ
な
い
。
履
行
請
求
権
を
債
権
が
あ
れ
ば
当
然
与
え
ら
れ
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
債
権
者
に
与
え
ら
れ
る
救
済
手
段
と
考
え
、
債

権
が
存
続
し
て
い
て
も
、
法
的
救
済
手
段
と
し
て
の
履
行
請
求
権
の
行
使
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も

こ
れ
は
、
債
権
の
効
力
と
い
う
理
論
的
な
問
題
に
深
く
関
係
す
る
の
で
、
機
会
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

第
3
節　

現
行
民
法
の
「
弁
済
の
提
供
」
の
本
来
の
守
備
範
囲
を
超
え
た
事
例

現
行
民
法
の
「
弁
済
の
提
供
」
の
本
来
の
守
備
範
囲
を
超
え
た
事
例
に
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
適
用
す
る
と
ど
う
な
る
か
を
検
討
す
る
。

こ
こ
で
の
事
例
で
は
、
債
務
者
が
現
実
又
は
口
頭
の
弁
済
の
提
供
を
せ
ず
、
債
権
者
が
債
務
の
履
行
に
必
要
な
協
力
を
し
な
い
。
こ
の

よ
う
な
事
例
に
お
い
て
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
要
件
は
満
た
さ
れ
る
か
。「
債
権
者
の
行
為
」
と
い
う
要
件
は
、
協
力
行
為
を
し
な
い
と
い

う
不
作
為
が
あ
る
こ
と
で
具
備
さ
れ
る
。「
債
務
者
の
不
履
行
と
の
間
の
因
果
関
係
」
と
い
う
要
件
は
、
債
務
者
の
不
履
行
を
、
帰
責
事

由
要
件
を
除
い
た
事
実
と
し
て
の
債
務
不
履
行
（
履
行
遅
滞
）
と
読
み
替
え
れ
ば
、
そ
れ
を
、
債
権
者
の
協
力
行
為
の
不
作
為
が
惹
起
し

て
い
る
の
で
、
満
た
さ
れ
る
。
問
題
は
、
債
権
者
の
行
為
が
単
独
で
不
履
行
を
惹
起
し
た
か
、
そ
れ
と
も
債
務
者
の
行
為
も
不
履
行
を
引

き
起
こ
す
原
因
力
を
有
し
て
お
り
、
不
履
行
の
共
同
惹
起
と
な
る
か
で
あ
る
。
前
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
的
効
果
で
あ
る
債
務
者
の
免

責
（
履
行
義
務
の
免
責
を
含
む
）
す
な
わ
ち
債
権
者
が
履
行
請
求
権
を
含
め
た
法
的
救
済
手
段
を
行
使
で
き
な
く
な
る
。
後
者
で
あ
る
と
す

る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
・
通
説
に
従
え
ば
、
法
的
救
済
手
段
が
可
分
な
ら
ば
、
債
権
者
と
債
務
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
与
度
に
応
じ
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て
考
え
、
債
権
者
の
失
う
法
的
救
済
手
段
か
ら
債
務
者
の
寄
与
度
も
対
応
し
た
部
分
を
控
除
す
る
。
不
可
分
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
与

度
を
比
較
し
て
、
債
権
者
の
寄
与
度
が
債
務
者
の
そ
れ
を
上
回
る
場
合
に
だ
け
、
債
権
者
か
ら
法
的
救
済
手
段
を
剥
奪
す
る
。
ド
イ
ツ
の

学
説
・
判
例
を
図
式
的
に
理
解
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
。
し
か
し
最
も
大
切
な
点
は
、「（
2
）
債
務
者
の
不
履
行
と
の
間
の

因
果
関
係
」（
七
七
〇
頁
以
下
）
で
説
明
し
た
、
債
権
者
と
債
務
者
の
ど
ち
ら
に
不
履
行
惹
起
の
寄
与
度
が
あ
る
か
を
判
断
す
る
細
か
な
利

益
衡
量（（（
（

で
あ
る
。
弁
済
の
提
供
と
い
う
債
務
者
の
行
為
の
み
に
焦
点
を
当
て
そ
の
有
無
で
債
務
者
の
債
務
不
履
行
責
任
の
免
責
を
決
め
る

の
で
は
な
く
、
債
権
者
と
債
務
者
の
双
方
の
行
為
を
比
較
す
る
よ
う
な
利
益
衡
量
の
入
る
余
地
が
あ
る
判
断
枠
組
み
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
導
入
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
福
田
を
見
よ
。
本
稿
第
3
章
の
現
行
民
法
の
「
弁
済
の
提
供
」
の
守
備
範
囲
の
事
例
か
そ
れ
を
超
え
る
事
例
か
に
つ
い
て
は
、
福
田
八
九
─
九

一
頁
参
照
。

（
2
）
制
定
に
参
画
し
た
者
の
著
し
た
基
本
書
で
あ
る
曽
野
・
山
手
が
二
〇
年
以
上
前
に
出
版
さ
れ
、
甲
斐
Ⅰ
、
甲
斐
Ⅱ
が
既
に
詳
し
い
注
釈
書
と
し

て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
廣
瀬
を
見
よ
。

（
4
）Schlechtriem
/Stoll, A

rt. 80 Rn. 1

─2.  

本
文
の
制
定
過
程
の
叙
述
も
、
こ
のStoll

執
筆
個
所
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
5
）T

he relief provided by this A
rticle for one of the parties shall not exclude the avoidance of the contract under som

e 
provision of the present Law

 or deprive the other party of any right w
hich he has under the present Law

 to reduce the 
price, unless the circum

stances w
hich entitled the first party to relief w

ere caused by the act of the other party or of 
som

e person for w
hose conduct he w

as responsible.

（
6
）Sum

m
ary records of m

eetings of the First Com
m

ittee, 28th m
eeting, A

/CO
N

F. 97/C. 1/L. 217.  

こ
れ
を
以
下
で
閲
覧
し
た
。

http://w
w

w
.cisg.law

.pace.edu/cisg/firstcom
m

ittee/M
eeting28.htm

l.



七
九
一

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

（
7
）
国
際
経
済
契
約
に
関
す
る
法
律
（Gesetz über internationale W

irtschaftsvertrage – GIW

）

第
二
九
四
条

第
一
項　

債
権
者
が
、
債
務
者
の
遅
滞
を
惹
起
し
た
場
合
、
債
務
者
は
、
そ
の
惹
起
に
よ
っ
て
債
務
者
に
生
じ
た
障
害
が
消
滅
す
る
ま
で
給
付

を
し
な
い
権
利
を
有
す
る
。

第
二
項　

債
権
者
の
行
為
が
、
給
付
が
債
務
者
に
と
っ
て
不
可
能
又
は
期
待
不
可
能
に
な
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば
、
債
務
者
の
給
付
義
務
は
消
滅

す
る
。
債
務
者
は
、
債
務
者
が
給
付
を
免
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
節
約
で
き
た
費
用
を
考
慮
し
た
上
で
、
反
対
給
付
請
求
権
を
保
持
す
る
。

第
三
項　

債
権
者
の
行
為
が
そ
の
他
の
債
務
者
に
よ
る
契
約
違
反
を
惹
起
さ
せ
た
限
り
で
、
債
権
者
は
、
何
ら
の
請
求
を
導
き
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

第
四
項　

債
務
者
の
そ
の
他
の
請
求
は
影
響
を
受
け
な
い
。

第
五
項　

第
一
項
の
場
合
に
、
債
権
者
に
免
責
理
由
が
存
在
す
る
か
否
か
に
関
係
な
く
、
次
に
あ
る
法
的
効
果
が
発
生
す
る
。

　
ａ　

債
務
者
は
、
効
果
の
な
い
提
供
に
よ
っ
て
及
び
給
付
目
的
物
の
保
管
又
は
保
持
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
費
用
の
賠
償
を
要
求
す
る
権
利

を
有
す
る
。

　

ｂ　

給
付
目
的
物
の
返
還
又
は
利
益
［
果
実
及
び
使
用
利
益
］
償
還
に
関
す
る
債
務
者
の
義
務
は
、
債
務
者
が
収
取
し
た
利
益
に
限
ら
れ
る
。

　
ｃ　

債
権
者
は
、
金
銭
債
務
の
利
息
を
付
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
権
利
を
有
し
な
い
。

上
記
は
、Soergel/Lüderitz/D

ettm
eier, CISG A

rt. 80, A
nm

.11

の
テ
ク
ス
ト
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
8
）“N

either party m
ay exercise any right under this Convention if he has caused by his ow

n act or om
ission the failure to 

perform
 of the other party.”

（
9
）A

/CO
N

F. 97/C.1/L. 217.  

こ
れ
を
以
下
で
閲
覧
し
た
。http://w

w
w

.cisg.law
.pace.edu/cisg/1stcom

m
ittee/sum

m
aries79,80.htm

l#c.

（
10
）“A

 party m
ay not rely on a failure of the other party to perform

 insofar as the first party by his ow
n act or om

ission 
caused the failure to perform

.”

（
11
）A

/CO
N

F. 97/C.1/L. 243.  

こ
れ
は
、
前
注（
9
）の
サ
イ
ト
で
閲
覧
し
た
。

（
12
）
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
のH

jerner

の
発
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
注（
6
）の
サ
イ
ト
で
閲
覧
し
た
。

（
13
）
シ
ュ
レ
ヒ
ト
リ
ー
ム
一
五
一
頁
。



七
九
二

（
14
）Bianca/Bonell/T

allon A
rt. 80 CISG A

nm
. 2.5

で
は
、
本
条
の
文
言
に
は
正
確
さ
が
欠
け
て
い
る
と
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）Bianca/Bonell/T

allon A
rt. 80 CISG A

nm
. 2.2

は
、
債
権
者
の
行
為
が
債
務
者
に
と
っ
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
九
条
の
意
味
お
け
る
支
配
不
可

能
な
障
害
事
由
で
あ
れ
ば
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
九
条
だ
け
を
適
用
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

（
16
）
こ
れ
に
関
し
て
は
、
甲
斐
Ⅱ
（
岡
林
信
幸
・
執
筆
）
二
三
四
頁
が
詳
し
い
。

（
17
）M

K
 BGB/H

uber, A
rt. 80 CISG Rd. 3.; Staudinger/M

agnus, Rn. 7.

（
18
）BeckO

K
/Saenger, A

rt. 80 Rn. 2

は
、
こ
の
義
務
を
、
掲
げ
る
。
こ
の
義
務
が
問
題
に
な
っ
た
の
は
、LG M

ünchen U
rt. vom

 20. 02. 
2002

─10 O
 5423/01; CISG-online 712.  

で
あ
る
。
本
文
の
第
2
章
第
4
節
（
3
）
を
参
照
。
こ
の
義
務
に
違
反
し
て
、
債
権
者
（
買
主
）
が
、

引
き
渡
さ
れ
た
物
品
に
対
す
る
代
金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
の
で
、
債
務
者
（
売
主
）
が
、
そ
の
後
の
引
き
渡
す
べ
き
物
品
の
引
渡
し
を
停
止
し
、

引
渡
し
義
務
の
不
履
行
が
発
生
し
た
。
裁
判
所
は
、
原
告
た
る
売
主
の
た
め
に
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
を
適
用
し
て
、
買
主
に
売
主
の
不
履
行
を
援
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、Schlechtriem

/Schw
enzer/Schw

enzer, A
rt. 80 Rn. 6 

は
、
学
説
に
争
い
が
あ

る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
債
権
者
の
行
為
が
債
務
者
に
よ
る
履
行
の
可
能
性
を
何
ら
損
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
債
権
者
の
行
為
に
原
因
性
が
欠
け
、

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
の
適
用
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
。

（
19
）Schlechtriem

/Schw
enzer/Schw

enzer, A
rt. 80 Rn. 3.

（
20
）Schlechtriem

/Stoll, A
rt. 80 Rn. 4.

（
21
）Schlechtriem

/Stoll, A
rt. Rn. 4 A

uch Schlechtriem
/Schw

enzer/Schw
enzer, A

rt. 80 Rn. 5.

（
22
）Schlechtriem

/Schw
enzer/Schw

enzer, A
rt. 80 Rn. 5.

（
23
）Schlechtriem
/Schw

enzer/Schw
enzer, A

rt. 80 Rn. 6.

（
24
）Enderlein/M

askow
/Strohbach, A

rt. 80 A
nm

. 5.2  
は
、
本
文
の
場
合
に
お
い
て
も
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
で
債
権
者
は
債
務
者
の
不
履
行
に

対
す
る
救
済
手
段
を
取
得
で
き
な
い
と
い
い
、
そ
の
限
り
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
は
、
同
時
進
行
の
抗
弁
権
を
も
与
え
て
い
る
と
説
明
す
る
。

（
25
）Schlechtriem

/Schw
enzer/Schw

enzer, A
rt. 80 Rn. 7; Staudinger/M

agnus, A
rt. 80 Rn. 14. 

（
26
）Schlechtiem

/Stoll, A
rt.80, 5f.

（
27
）Soergel/Lüderitz/D

ettm
eier, A

rt. 80, 3f.

（
28
）Saenger, 297ff.; Em

der;ein/M
askw

/Strobach, A
rt. 80 A

nm
. 6; Staudinger/M

agnus A
rt. 80 Rn. 14, ; Schlechtriem

/Scchw
enzer/ 



七
九
三

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

Schw
enzer A

rt. 80 Rn. 9; H
onsell/M

agnus A
rt. 80 Rn. 12.

（
29
）
こ
の
場
合
の
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、BeckO

K
/Saenger, A

rt. 80, Rr. 3; Staudinger/M
agnus A

rt 80 Rn. 14; Schlechtriem
/

Scchw
enzer/ Schw

enzer A
rt. 80 Rn. 7.

に
依
拠
し
た
。

（
30
）M

K
 H

GB CISG / M
ankow

skiA
rt. 80 A

rt. 80 Rn. 7

─8. 

（
31
）
本
章
の
（
1
）
か
ら
（
3
）
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
杉
浦
・
久
保
田
三
三
〇
頁
以
下
も
参
照
。

（
32
）O

GH
 U

rt. vom
 06. 02. 1996

─10 O
b 518/95; CISG-online 224; CLO

U
T

 N
o. 176.

（
33
）
第
五
四
条
〔
代
金
支
払
義
務
〕

代
金
を
支
払
う
買
主
の
義
務
に
は
、
支
払
を
可
能
と
す
る
た
め
、
契
約
又
は
法
令
に
従
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
措
置
を
と
る
と
と
も
に
手
続
を
遵

守
す
る
こ
と
を
含
む
。

（
34
）
第
六
一
条
〔
売
主
の
救
済
方
法
〕

⑴　

売
主
は
、
買
主
が
契
約
又
は
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

⒜　

次
条
か
ら
第
六
五
条
ま
で
に
規
定
す
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
。

　

⒝　

第
七
四
条
か
ら
第
七
七
条
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
こ
と
。

⑵　

売
主
は
、
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
権
利
を
、
そ
の
他
の
救
済
を
求
め
る
権
利
の
行
使
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
な
い
。

⑶　

売
主
が
契
約
違
反
に
つ
い
て
の
救
済
を
求
め
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
又
は
仲
裁
廷
は
、
買
主
に
対
し
て
猶
予
期
間
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

（
35
）O

LG K
oblenz U

rt. vom
 31. 01. 19972 –U

 31/96 ; CISG-online 256; CLO
U

T
 N

o. 282.

（
36
）
第
四
八
条
［
追
完
権
］

⑴　

次
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
売
主
は
、
引
渡
し
の
期
日
後
も
、
不
合
理
に
遅
滞
せ
ず
、
か
つ
、
買
主
に
対
し
て
不
合

理
な
不
便
又
は
買
主
の
支
出
し
た
費
用
に
つ
き
自
己
か
ら
償
還
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
不
安
を
生
じ
さ
せ
な
い
場
合
に
は
、
自
己
の
費
用

負
担
に
よ
り
い
か
な
る
義
務
の
不
履
行
も
追
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
買
主
は
、
こ
の
条
約
に
規
定
す
る
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る

権
利
を
保
持
す
る
。

（
37
）LG M

ünchen U
rt. vom

 20. 02. 2002

─10 O
 5423/01; CISG-online 712.



七
九
四

（
38
）O

LG M
ünchen U

rt. vom
 01. 07. 2002

─17U
 2513/02; CISG-online 656.

（
39
）
第
五
三
条
〔
買
主
の
義
務
〕

買
主
は
、
契
約
及
び
こ
の
条
約
に
従
い
、
物
品
の
代
金
を
支
払
い
、
及
び
物
品
の
引
渡
し
を
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
40
）
第
五
八
条
〔
支
払
の
時
期
、
交
付
の
条
件
と
し
て
の
支
払
、
支
払
前
の
検
査
〕 

⑴　

買
主
は
、
い
ず
れ
か
特
定
の
期
日
に
代
金
を
支
払
う
義
務
を
負
わ
な
い
場
合
に
は
、
売
主
が
契
約
及
び
こ
の
条
約
に
従
い
物
品
又
は
そ
の

処
分
を
支
配
す
る
書
類
を
買
主
の
処
分
に
ゆ
だ
ね
た
時
に
代
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
売
主
は
、
そ
の
支
払
を
物
品
又
は
書
類
の
交

付
の
条
件
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

売
主
は
、
契
約
が
物
品
の
運
送
を
伴
う
場
合
に
は
、
代
金
の
支
払
と
引
換
え
で
な
け
れ
ば
物
品
又
は
そ
の
処
分
を
支
配
す
る
書
類
を
買
主

に
交
付
し
な
い
旨
の
条
件
を
付
し
て
、
物
品
を
発
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

買
主
は
、
物
品
を
検
査
す
る
機
会
を
有
す
る
時
ま
で
代
金
を
支
払
う
義
務
を
負
わ
な
い
。
た
だ
し
、
当
事
者
の
合
意
し
た
引
渡
し
又
は
支

払
の
手
続
が
、
買
主
が
そ
の
よ
う
な
機
会
を
有
す
る
こ
と
と
両
立
し
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
41
）BGH

 U
rt. vom

 26.09. 2012; N
JW

 2013, 304; CISG-online 2348; K
urzkom

m
entar dazu, U

lich G. Schroeter, EW
iR 2013, 47.

（
42
）
第
三
五
条
〔
物
品
の
適
合
性
〕

⑴　

売
主
は
、
契
約
に
定
め
る
数
量
、
品
質
及
び
種
類
に
適
合
し
、
か
つ
、
契
約
に
定
め
る
方
法
で
収
納
さ
れ
、
又
は
包
装
さ
れ
た
物
品
を
引

き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵　

当
事
者
が
別
段
の
合
意
を
し
た
場
合
を
除
く
ほ
か
、
物
品
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
限
り
、
契
約
に
適
合
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

同
種
の
物
品
が
通
常
使
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
目
的
に
適
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

⒝　

契
約
の
締
結
時
に
売
主
に
対
し
て
明
示
的
又
は
黙
示
的
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
特
定
の
目
的
に
適
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
状

況
か
ら
み
て
、
買
主
が
売
主
の
技
能
及
び
判
断
に
依
存
せ
ず
、
又
は
依
存
す
る
こ
と
が
不
合
理
で
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

⒞　

売
主
が
買
主
に
対
し
て
見
本
又
は
ひ
な
形
と
し
て
示
し
た
物
品
と
同
じ
品
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

⒟　

同
種
の
物
品
に
と
っ
て
通
常
の
方
法
に
よ
り
、
又
は
こ
の
よ
う
な
方
法
が
な
い
場
合
に
は
そ
の
物
品
の
保
存
及
び
保
護
に
適
し
た
方
法

に
よ
り
、
収
納
さ
れ
、
又
は
包
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑶　

買
主
が
契
約
の
締
結
時
に
物
品
の
不
適
合
を
知
り
、
又
は
知
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
売
主
は
、
当
該
物
品
の
不
適
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五

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
八
〇
条
を
導
入
す
る
場
合
の
諸
問
題
（
福
田
）

合
に
つ
い
て
⑵
⒜
か
ら
⒟
ま
で
の
規
定
に
係
る
責
任
を
負
わ
な
い
。

（
43
）Schroeter, EW

iR 2013, 48 

に
よ
れ
ば
、
こ
の
連
邦
裁
判
所
判
断
は
、
そ
の
結
果
及
び
そ
の
理
由
づ
け
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
留
保
な
し
の
賛

成
を
得
て
い
る
。

（
44
）O

LG Brandenburg, U
rt. vom

 05. 02. 2013

─6 U
 5/12, CISG-online 2400. W

öhltert, GW
R 2013, 163 

も
参
照
。

（
45
）
第
七
五
条
〔
契
約
解
除
後
に
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
の
損
害
賠
償
額
〕

契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
合
理
的
な
方
法
で
、
か
つ
、
解
除
後
の
合
理
的
な
期
間
内
に
、
買
主
が
代
替
品
を
購
入
し
、
又
は
売
主

が
物
品
を
再
売
却
し
た
と
き
は
、
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
当
事
者
は
、
契
約
価
格
と
こ
の
よ
う
な
代
替
取
引
に
お
け
る
価
格
と
の
差
額
及
び

前
条
の
規
定
に
従
っ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
46
）O

LG Brandenburg, U
rt. vom

 05. 02. 2013

─ 6 U
 5/12, Rn. 83f. 

こ
の
判
示
部
分
で
、
原
審
裁
判
所
と
見
解
を
異
に
す
る
一
方
で
、
ド
イ

ツ
連
邦
裁
判
所
二
〇
一
二
年
九
月
二
六
日
判
決
、
及
び
通
説
（M

ünchK
om

m
BGB/H

uber, A
rt. 80 CISG Rn. 6; Staudinger/M

agnus, 
A

rt. 80 Rn. 14; Schlechtriem
/Schw

enzer/Schw
enzer, A

rt. 80 Rn. 7; H
onsell/M

agnus, A
rt. 80 Rn. 12

）
と
同
じ
見
解
を
採
る
と
述

べ
て
い
る
。

（
47
）O

LG Brandenburg, U
rt. vom

 05. 02. 2013

─6 U
 5/12, Rn. 93.  

こ
の
判
示
部
分
は
、
通
説
（M

ünchK
om

m
BGB/H

uber, A
rt. 

80 CISG Rn. 5; Staudinger/M
agnus A

rt. 80 Rn. 12, A
rt. 74 Rn. 28; Schlechtriem

/Scchw
enzer/Schw

enzer A
rt. 80 Rn. 4; 

H
onsell/M

agnus A
rt. 80 Rn. 12

） 

に
、
従
っ
て
い
る
。

（
48
）O

LG Brandenburg, U
rt. vom

 05. 02. 2013

─6 U
 5/12, Rn. 97; W

öhltert, GW
R 2013, 164.

（
49
）
第
四
五
条
〔
買
主
の
救
済
方
法
〕

⑴ 

買
主
は
、
売
主
が
契
約
又
は
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

⒜　

次
条
か
ら
第
五
二
条
ま
で
に
規
定
す
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
。

　

⒝　

第
七
四
条
か
ら
第
七
七
条
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
こ
と
。

（
50
）
前
注（
30
）参
照
。

（
51
）
中
田
三
〇
五
頁
。

（
52
）
中
田
三
〇
五
頁
。



七
九
六

（
53
）
た
と
え
ば
、
債
務
者
不
履
行
免
責
の
判
例
の
評
釈
で
は
な
い
が
、
我
妻
二
二
八
五
頁
以
下
が
高
く
評
価
し
た
大
審
院
判
決
の
利
益
衡
量
を
取
り

込
め
る
枠
組
み
を
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
八
〇
条
は
有
し
て
い
る
。
両
当
事
者
の
行
為
を
天
秤
に
掛
け
た
大
審
院
判
決
に
対
す
る
我
妻
の
高
評
価
は
広
く
支

持
さ
れ
て
い
る
（
宮
崎
三
八
頁
）。
大
審
院
判
決
は
、
買
主
が
売
主
へ
の
一
片
の
問
い
合
わ
せ
に
よ
り
直
ち
に
売
渡
場
所
を
知
り
取
り
立
て
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
、
問
い
合
わ
せ
を
し
な
い
以
上
、
信
義
則
に
よ
り
代
金
支
払
い
に
つ
い
て
履
行
遅
滞
と
な
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
石
田

八
七
頁
は
疑
問
を
呈
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
売
主
が
一
片
の
通
知
さ
え
す
れ
ば
買
主
は
履
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
Ｘ
が
自
己
の
態
度
を
棚
に
上

げ
て
買
主
が
問
い
合
わ
せ
を
し
な
い
の
を
非
難
す
る
の
は
信
義
則
に
反
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
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ス
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